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発表内容発表内容発表内容発表内容

1.はじめにはじめにはじめにはじめに1.はじめにはじめにはじめにはじめに

2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案
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1.はじめにはじめにはじめにはじめに
•本発表本発表本発表本発表のののの重点重点重点重点・・・・前提前提前提前提•本発表本発表本発表本発表のののの重点重点重点重点・・・・前提前提前提前提
•本発表内容本発表内容本発表内容本発表内容のののの詳細詳細詳細詳細

2. 化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

3. スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案3. スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

4. まとめまとめまとめまとめ

3



一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質

本発表本発表本発表本発表のののの重点重点重点重点

1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに

第二種監視化学物質第二種監視化学物質第二種監視化学物質第二種監視化学物質

第三種監視化学物質第三種監視化学物質第三種監視化学物質第三種監視化学物質

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価

優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質

�どんなどんなどんなどんな評価評価評価評価？？？？
�どんなどんなどんなどんな選定基準選定基準選定基準選定基準？？？？
�誰誰誰誰がやるのがやるのがやるのがやるの？？？？
�事業者事業者事業者事業者はどうはどうはどうはどう係係係係わるわるわるわる？？？？
�どんなどんなどんなどんな情報情報情報情報をををを使使使使うううう？？？？

第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質

リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価

優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質
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� 化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みのみのみのみの
なかのなかのなかのなかの位置位置位置位置づけづけづけづけ

� スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価
とのとのとのとの関係関係関係関係



� 平成平成平成平成23年度施行法年度施行法年度施行法年度施行法ベースベースベースベース

1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに

前前前前 提提提提

� 第二種監視化学物質第二種監視化学物質第二種監視化学物質第二種監視化学物質 → 二監二監二監二監

� NITEからからからから経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省へへへへ提案中提案中提案中提案中のののの手法手法手法手法

用用用用 語語語語
� 第二種監視化学物質第二種監視化学物質第二種監視化学物質第二種監視化学物質 → 二監二監二監二監

第三種監視化学物質第三種監視化学物質第三種監視化学物質第三種監視化学物質 → 三監三監三監三監

などなどなどなど略記略記略記略記
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平成平成平成平成21年度環境対応技術開発等年度環境対応技術開発等年度環境対応技術開発等年度環境対応技術開発等（（（（改正化審法改正化審法改正化審法改正化審法におけるにおけるにおけるにおける
化学物質化学物質化学物質化学物質のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価スキームにスキームにスキームにスキームに関関関関するするするする調査調査調査調査））））

1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに

本発表内容本発表内容本発表内容本発表内容のののの詳細詳細詳細詳細

化学物質化学物質化学物質化学物質のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価スキームにスキームにスキームにスキームに関関関関するするするする調査調査調査調査））））

�報告書報告書報告書報告書
・スクリーニング・スクリーニング・スクリーニング・スクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの詳細詳細詳細詳細
・・・・排出係数設定方法排出係数設定方法排出係数設定方法排出係数設定方法・・・・根拠等根拠等根拠等根拠等のののの詳細詳細詳細詳細

�技術技術技術技術ガイダンスガイダンスガイダンスガイダンス（（（（案案案案））））
・リスク・リスク・リスク・リスク評価評価評価評価（（（（一次一次一次一次））））手法手法手法手法のののの詳細詳細詳細詳細・リスク・リスク・リスク・リスク評価評価評価評価（（（（一次一次一次一次））））手法手法手法手法のののの詳細詳細詳細詳細

経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省：：：：
http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/other/development.html

NITE：：：：
http://www.safe.nite.go.jp/risk/kasinn.html
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1. はじめにはじめにはじめにはじめに

2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

•法律上法律上法律上法律上のののの位置付位置付位置付位置付けけけけ
•官民官民官民官民のののの役割役割役割役割
•リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価のののの枠組枠組枠組枠組みとみとみとみと特徴特徴特徴特徴

3. スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

4. まとめまとめまとめまとめ
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報告書
p.2

2.2.2.2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

化審法上化審法上化審法上化審法上のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ
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事業者事業者事業者事業者
国国国国

（（（（厚生労働省厚生労働省厚生労働省厚生労働省、、、、経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省、、、、環境省環境省環境省環境省））））

官民官民官民官民のののの役割役割役割役割

2.2.2.2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

（（（（厚生労働省厚生労働省厚生労働省厚生労働省、、、、経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省、、、、環境省環境省環境省環境省））））

• 評価結果評価結果評価結果評価結果にににに基基基基づくづくづくづく

• 情報情報情報情報のののの届出届出届出届出・・・・報告報告報告報告
– 製造数量等製造数量等製造数量等製造数量等

– 性状性状性状性状データデータデータデータ

– 取扱取扱取扱取扱いのいのいのいの状況状況状況状況

• 評価評価評価評価のののの実施実施実施実施
– 審査審査審査審査・・・・判定判定判定判定

– スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価

– リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価（（（（一次一次一次一次））））

– リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価（（（（二次二次二次二次））））

• 措置等措置等措置等措置等のののの遵守遵守遵守遵守 • 評価結果評価結果評価結果評価結果にににに基基基基づくづくづくづく
措置等措置等措置等措置等のののの判断判断判断判断とととと指示指示指示指示
– 物質指定物質指定物質指定物質指定・・・・取消取消取消取消しししし

– 有害性調査有害性調査有害性調査有害性調査のののの求求求求め・め・め・め・指示指示指示指示

– 指導指導指導指導・・・・助言助言助言助言・・・・勧告勧告勧告勧告

• 措置等措置等措置等措置等のののの遵守遵守遵守遵守
– 指導指導指導指導・・・・助言助言助言助言にににに基基基基づくづくづくづく取扱取扱取扱取扱いいいい状況状況状況状況のののの

改善改善改善改善

– 技術上技術上技術上技術上のののの指針指針指針指針のののの遵守遵守遵守遵守 等等等等
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事業者事業者事業者事業者 国国国国（（（（厚生労働省厚生労働省厚生労働省厚生労働省、、、、経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省、、、、環境省環境省環境省環境省））））

有害性情報の報告
（法第41条第1項）

新規化学物質の届出
（性状の試験成績、予定数量等）

性状に係る審査

性状に係る既知見・
国が保有する情報の利用

2.2.2.2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

官民官民官民官民のののの役割役割役割役割 ガイダンス
p.6

一般化学物質製造数量等の届出
(法第8条）

優先評価化学物質製造数量等の届出
（法第9条）

有害性情報の報告
（法第41条第3項）

資料の提出
（法第10条第1項）

有害性等の調査の求め
（法第10条第1項）

有害性調査指示

リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価
（（（（一次一次一次一次））））

（法第2条第5項に
規定する評価）

取り扱い状況の報告
の求め（法第42条）

取り扱い状況の報告
（法第42条）

リスク評価に
必要な場合

結果の報告

41 1

優先評価化学物質の指定・告示

必要な場合

長期毒性不明で二特要件

リスクが低いと
認められない場合

指導及び助言
（法第39条）

環境汚染防止のために
必要な場合

自主的な取り扱い方法の改善等

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価

有害性調査指示
（法第10条第2項）

リスク評価（二次）
第二種特定化学物質

該当性の判断

結果の報告
（法第10条第2項）

長期毒性不明で二特要件
（暴露）に該当する場合

長期毒性既知で二特要件（暴露）に該当する場合

第二種特定化学物質
に指定

製造予定数量等の届出、表示義務等
（法第35条、37条）

優先評価化学物質の指定
の取消し（法第11条）

※太枠は義務規定

技術上の指針の公表、必要な場合の勧告
（法第36条）

技術上の指針の遵守等
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目的
求められる

スペック

2.2.2.2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価とリスクとリスクとリスクとリスク評価評価評価評価

目的
スペック

リスク評価で
リスク懸念となる

物質の選定漏れが
ないこと

効率的効率的効率的効率的にににに行行行行えることえることえることえること
WSSD2020年目標年目標年目標年目標

一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価

優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質

優先的に
リスク評価を

すべき物質の選定

判断の根拠
としうること

・・・・判断判断判断判断のののの物差物差物差物差しししし
・・・・信頼性信頼性信頼性信頼性

11

第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質

リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価

優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質
第二種特定化学
物質該当性の

判断



2.2.2.2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

提案提案提案提案しているリスクしているリスクしているリスクしているリスク評価手法評価手法評価手法評価手法のののの特徴特徴特徴特徴
ガイダンス

p.52-

①①①① 段階的段階的段階的段階的アプローチアプローチアプローチアプローチ

②②②② リスクをリスクをリスクをリスクを地理的分布地理的分布地理的分布地理的分布でででで表現表現表現表現
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多数多数多数多数のののの化学物質化学物質化学物質化学物質にににに対対対対してしてしてして
詳細詳細詳細詳細なリスクなリスクなリスクなリスク評価評価評価評価をををを行行行行うのはうのはうのはうのは非現実的非現実的非現実的非現実的

2.2.2.2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

対象物質対象物質対象物質対象物質のののの数数数数のののの多多多多さとさとさとさと評価評価評価評価のののの効率性効率性効率性効率性

WSSD2020年目標年目標年目標年目標にににに向向向向けてけてけてけて
効率的効率的効率的効率的にリスクにリスクにリスクにリスク評価評価評価評価をををを行行行行っていかなければならないっていかなければならないっていかなければならないっていかなければならない

詳細詳細詳細詳細なリスクなリスクなリスクなリスク評価評価評価評価をををを行行行行うのはうのはうのはうのは非現実的非現実的非現実的非現実的

「予防的取組み方法に留意しつつ透明性のある「予防的取組み方法に留意しつつ透明性のある
科学的根拠に基づくリスク評価・管理手順を用いて、
化学物質による人の健康と環境への著しい影響を

最小化する方法で生産・利用されることを
2020年までに達成する」
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2.2.2.2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

①①①① 段階的段階的段階的段階的アプローチアプローチアプローチアプローチ

一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質

段階的段階的段階的段階的にににに対象物質対象物質対象物質対象物質をををを絞絞絞絞りりりり込込込込みみみみ
情報収集情報収集情報収集情報収集のののの範囲範囲範囲範囲をををを順次広順次広順次広順次広げるげるげるげる

効率的効率的効率的効率的にににに行行行行うためにうためにうためにうために

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価

リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価（（（（一次一次一次一次））））
評価評価評価評価ⅠⅠⅠⅠ
評価評価評価評価ⅡⅡⅡⅡ

優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質

情報収集情報収集情報収集情報収集のののの範囲範囲範囲範囲をををを順次広順次広順次広順次広げるげるげるげる
多段階多段階多段階多段階のののの評価評価評価評価
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第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質

評価評価評価評価ⅡⅡⅡⅡ
評価評価評価評価ⅢⅢⅢⅢ

リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価（（（（二次二次二次二次））））



評価段階評価段階評価段階評価段階

有害性有害性有害性有害性 暴暴暴暴 露露露露

有
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有
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性

有
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有
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有
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有
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用
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別
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用
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用
途
別
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用
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グ
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別別別別
取取取取

2.2.2.2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

各段階各段階各段階各段階でででで評価評価評価評価にににに用用用用いるいるいるいる情報情報情報情報

評価段階評価段階評価段階評価段階

有
害
性
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性
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性
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性
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性
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用
途
別
数
量

用
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化化化化
学学学学
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R

T

R
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情
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取取取取
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状状状状
況況況況

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価評価評価評価

（（（（一
次
一
次
一
次
一
次

リ
ス
ク

リ
ス
ク

リ
ス
ク

リ
ス
ク

評価評価評価評価ⅠⅠⅠⅠ

評価評価評価評価ⅡⅡⅡⅡ

●●●● ○○○○ ● ○

●●●● ○○○○ ●●●● ○○○○ ●●●● ●●●●

●●●● ○○○○ ●●●● ●●●● ●●●● ●●●● ○○○○ ○○○○

暴暴暴暴
露露露露
のののの
精精精精

一
次
一
次
一
次
一
次
））））

リ
ス
ク

リ
ス
ク

リ
ス
ク

リ
ス
ク
評
価
評
価
評
価
評
価

評価評価評価評価ⅡⅡⅡⅡ

評価評価評価評価ⅢⅢⅢⅢ

ﾘｽｸﾘｽｸﾘｽｸﾘｽｸ評価評価評価評価（（（（二次二次二次二次））））

赤赤赤赤はははは前段前段前段前段よりよりよりより追加追加追加追加、、、、●●●●又又又又はははは●●●●：：：：必須必須必須必須、、、、○○○○又又又又はははは○○○○：：：：入手入手入手入手できればできればできればできれば使用使用使用使用

●●●● ○○○○ ●●●● ●●●● ●●●● ●●●● ○○○○ ○○○○

● ○○○○ ● ● ● ● ○ ○ ●

● ● ● ● ● ○ ○ ●

精精精精
査査査査

有害性有害性有害性有害性
のののの精査精査精査精査

長期毒性長期毒性長期毒性長期毒性にににに係係係係るるるる有害性調査指示有害性調査指示有害性調査指示有害性調査指示
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2.2.2.2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質

段階的段階的段階的段階的アプローチアプローチアプローチアプローチ

リ
ス
ク
が

リ
ス
ク
が

リ
ス
ク
が

リ
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ク
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懸
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懸
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さ
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ば

さ
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ば

さ
れ
れ
ば
深
堀
深
堀
深
堀
深
堀
りりりり

過小評価過小評価過小評価過小評価はしないようにはしないようにはしないようにはしないように
安全安全安全安全サイドのサイドのサイドのサイドの評価評価評価評価リ

ス
ク
が

リ
ス
ク
が

リ
ス
ク
が

リ
ス
ク
が
懸
念
懸
念
懸
念
懸
念
さ
れ
な
け

さ
れ
な
け

さ
れ
な
け

さ
れ
な
け
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ば
れ
ば
れ
ば
れ
ば
追
加
追
加
追
加
追
加
のののの
評
価
評
価
評
価
評
価
はははは
不
要
不
要
不
要
不
要

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価

リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価（（（（一次一次一次一次））））
評価評価評価評価ⅠⅠⅠⅠ
評価評価評価評価ⅡⅡⅡⅡ

優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質

物質物質物質物質ごとのごとのごとのごとの実態実態実態実態をををを
反映反映反映反映したしたしたした
評価評価評価評価へへへへ

さ
れ
な
け

さ
れ
な
け

さ
れ
な
け

さ
れ
な
け

不
要
不
要
不
要
不
要
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第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質

評価評価評価評価ⅡⅡⅡⅡ
評価評価評価評価ⅢⅢⅢⅢ

リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価（（（（二次二次二次二次））））



環境汚染環境汚染環境汚染環境汚染によるリスクをによるリスクをによるリスクをによるリスクを二二二二つのつのつのつの指標指標指標指標でででで予測予測予測予測

2.2.2.2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

②②②② リスクリスクリスクリスク評価結果評価結果評価結果評価結果をををを地理的分布地理的分布地理的分布地理的分布でででで表現表現表現表現

� リ ス クリ ス クリ ス クリ ス ク 懸 念懸 念懸 念懸 念 のののの 影 響 面 積影 響 面 積影 響 面 積影 響 面 積
� リ ス クリ ス クリ ス クリ ス ク 懸 念懸 念懸 念懸 念 のののの 箇 所 数箇 所 数箇 所 数箇 所 数

有害性情報

物質名

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ毒性試験結果
反復投与毒性試験結果

生態毒性試験結果
製造数量等届出書

ガイダンス
p.34-

予予予予 測測測測
届出者名
物質名

製造 都道府県 量
○○県 ●t 
○○県 ●t

出荷 都道府県 用途 量
○○県 01  ●t
△△県 01  ●t 
○○県 02  ●t
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リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価はははは第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質へのへのへのへの
該当性該当性該当性該当性のののの判断判断判断判断をするためのものをするためのものをするためのものをするためのもの

2.2.2.2.化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

なぜなぜなぜなぜ地理的分布地理的分布地理的分布地理的分布でででで予測予測予測予測するのかするのかするのかするのか

【【【【第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質のののの定義定義定義定義】】】】
＝＝＝＝【【【【第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質第二種特定化学物質のののの指定要件指定要件指定要件指定要件】】】】

①①①①人又人又人又人又はははは生活環境動植物生活環境動植物生活環境動植物生活環境動植物へのへのへのへの長期毒性長期毒性長期毒性長期毒性

該当性該当性該当性該当性のののの判断判断判断判断をするためのものをするためのものをするためのものをするためのもの

①①①①人又人又人又人又はははは生活環境動植物生活環境動植物生活環境動植物生活環境動植物へのへのへのへの長期毒性長期毒性長期毒性長期毒性

②②②②（（（（化審法化審法化審法化審法にににに係係係係るるるる））））製造製造製造製造、、、、輸入輸入輸入輸入、、、、使用等使用等使用等使用等によりによりによりにより 広範広範広範広範なななな
地域地域地域地域でリスクがでリスクがでリスクがでリスクが懸念懸念懸念懸念されるされるされるされる又又又又はそれにはそれにはそれにはそれに至至至至ることがることがることがることが確確確確
実実実実とととと予測予測予測予測されるされるされるされる状況状況状況状況
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1. はじめにはじめにはじめにはじめに

2. 化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

•前提前提前提前提
•基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方
•有害性有害性有害性有害性クラスのクラスのクラスのクラスの設定設定設定設定
•排出量排出量排出量排出量クラスのクラスのクラスのクラスの設定設定設定設定•排出量排出量排出量排出量クラスのクラスのクラスのクラスの設定設定設定設定
•良分解性良分解性良分解性良分解性のののの扱扱扱扱いいいい
•例示例示例示例示

4. まとめまとめまとめまとめ
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一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質のののの中中中中からからからから
「「「「優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質」」」」のののの定義定義定義定義にににに該当該当該当該当するするするする化学物質化学物質化学物質化学物質をををを

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの前提前提前提前提 ガイダンス
p.43-

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

「「「「優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質」」」」のののの定義定義定義定義にににに該当該当該当該当するするするする化学物質化学物質化学物質化学物質をををを
化審法化審法化審法化審法のののの制度制度制度制度でででで利用利用利用利用できるできるできるできる情報情報情報情報をををを用用用用いていていていて選別選別選別選別することすることすることすること

• 人人人人のののの健康又健康又健康又健康又はははは

生活環境動植物生活環境動植物生活環境動植物生活環境動植物
にににに対対対対するするするする長期毒性長期毒性長期毒性長期毒性
をををを有有有有さないことがさないことがさないことがさないことが

• リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価をををを優先優先優先優先
的的的的にににに行行行行うううう必要必要必要必要がががが
あるあるあるある

• リスクがリスクがリスクがリスクが
ないとないとないとないと
はははは認認認認めめめめ

20

をををを有有有有さないことがさないことがさないことがさないことが
明明明明らかではないらかではないらかではないらかではない

• 環境中環境中環境中環境中にににに相当程相当程相当程相当程
度残留度残留度残留度残留するするするする見込見込見込見込みみみみ

あるあるあるある
• 性状性状性状性状にににに関関関関するするするする情報情報情報情報

をををを収集収集収集収集

• 使用等使用等使用等使用等のののの状況状況状況状況をををを把把把把
握握握握

はははは認認認認めめめめ
られなられなられなられな
いいいい



スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの前提前提前提前提
一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質のののの中中中中からからからから

「「「「優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質」」」」のののの定義定義定義定義にににに該当該当該当該当するするするする化学物質化学物質化学物質化学物質をををを化審化審化審化審

報告書
p.44

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

「「「「優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質」」」」のののの定義定義定義定義にににに該当該当該当該当するするするする化学物質化学物質化学物質化学物質をををを化審化審化審化審
法法法法のののの制度制度制度制度でででで利用利用利用利用できるできるできるできる情報情報情報情報をををを用用用用いていていていて選別選別選別選別することすることすることすること

�有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報
• 審査審査審査審査・・・・判定情報判定情報判定情報判定情報
• 各種各種各種各種のののの既存情報既存情報既存情報既存情報

（（（（PRTR対象物質対象物質対象物質対象物質のののの選定選定選定選定にににに用用用用いたいたいたいた各種各種各種各種のののの有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報、、、、Japanチャレンチャレンチャレンチャレン
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ジのジのジのジの情報情報情報情報、、、、HPV点検点検点検点検のののの情報等情報等情報等情報等））））

�暴露情報暴露情報暴露情報暴露情報
• 一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質のののの製造数量等製造数量等製造数量等製造数量等のののの届出情報届出情報届出情報届出情報

（（（（製造数量製造数量製造数量製造数量、、、、輸入数量輸入数量輸入数量輸入数量、、、、用途別出荷数量用途別出荷数量用途別出荷数量用途別出荷数量））））



リスクのリスクのリスクのリスクの指標指標指標指標でリスクでリスクでリスクでリスク評価評価評価評価をををを行行行行うううう優先度優先度優先度優先度をををを付与付与付与付与

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの考考考考ええええ方方方方 報告書
p.44

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

リスクリスクリスクリスク ＝＝＝＝ 有害性有害性有害性有害性 ×××× 暴露暴露暴露暴露

強弱のランク
を付ける

大小のランク
を付ける

有害性有害性有害性有害性がががが強強強強くくくく、、、、暴露暴露暴露暴露がががが大大大大きいほどきいほどきいほどきいほど有害性有害性有害性有害性がががが強強強強くくくく、、、、暴露暴露暴露暴露がががが大大大大きいほどきいほどきいほどきいほど
リスクがリスクがリスクがリスクが大大大大きいきいきいきい

「「「「リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価をををを行行行行うううう優先度優先度優先度優先度がががが高高高高いいいい」」」」
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第二種監視化学物質第二種監視化学物質第二種監視化学物質第二種監視化学物質をををを対象対象対象対象にリスクにリスクにリスクにリスク評価評価評価評価（（（（一次一次一次一次））））をををを行行行行ったったったった例例例例

参参参参 考考考考

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

強強強強 有害性有害性有害性有害性 弱弱弱弱

1000
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100000

0.00001 0.0001 0.001 0.01 0.1
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排
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量
推

計
排

出
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推
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量
推
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排

出
量
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有害性評価値有害性評価値有害性評価値有害性評価値[mg/kg/day]

大大大大

排排排排
出出出出
量量量量

バブルのバブルのバブルのバブルの大小大小大小大小がががが
リスクリスクリスクリスク懸念地域懸念地域懸念地域懸念地域

のののの多寡多寡多寡多寡
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量
推

計
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量

推
計
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推

計
排

出
量量量量量

小小小小
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有害性有害性有害性有害性：：：：強弱強弱強弱強弱のののの基準基準基準基準をををを設定設定設定設定
暴暴暴暴 露露露露：：：：暴露暴露暴露暴露のののの指標指標指標指標としてとしてとしてとして排出量排出量排出量排出量のののの大小大小大小大小のののの基準基準基準基準をををを設定設定設定設定

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの基本形基本形基本形基本形 報告書
p.44

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

有害性クラス
強←―――――→弱

1 2 3 4 外

有害性有害性有害性有害性：：：：一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質のののの毒性毒性毒性毒性データデータデータデータ
暴暴暴暴 露露露露：：：：一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質のののの届出数量届出数量届出数量届出数量からからからから算出算出算出算出するするするする全国総排出量全国総排出量全国総排出量全国総排出量

優先度優先度優先度優先度マトリックスマトリックスマトリックスマトリックス

排
出
量
ク
ラ
ス

大
↑

｜

｜

↓

小

1 高高高高 高高高高 高高高高 高高高高

2 高高高高 高高高高 高高高高 中中中中

3 高高高高 高高高高 中中中中 低低低低

4 高高高高 中中中中 低低低低 低低低低

外 評価対象外

優先度付優先度付優先度付優先度付けけけけ
のイメージのイメージのイメージのイメージ
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人健康と生態では用いる有害性情報も暴露の指標も異なるため、
それぞれ独立にスクリーニング評価を実施

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの対象対象対象対象
報告書
p.45

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

人健康人健康人健康人健康 生態生態生態生態

対象生物対象生物対象生物対象生物 人人人人 水生生物水生生物水生生物水生生物
有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス付付付付けけけけ げっげっげっげっ歯類歯類歯類歯類をををを用用用用いたいたいたいた反復投与毒性試反復投与毒性試反復投与毒性試反復投与毒性試

�人健康人健康人健康人健康のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価をすべきをすべきをすべきをすべき優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質
�生態生態生態生態のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価をすべきをすべきをすべきをすべき優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質
�人健康及人健康及人健康及人健康及びびびび生態生態生態生態のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価をすべきをすべきをすべきをすべき優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質

有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス付付付付けけけけ
にににに用用用用いるいるいるいる毒性試毒性試毒性試毒性試

験験験験のののの種類種類種類種類

げっげっげっげっ歯類歯類歯類歯類をををを用用用用いたいたいたいた反復投与毒性試反復投与毒性試反復投与毒性試反復投与毒性試
験験験験、、、、

変異原性試験等変異原性試験等変異原性試験等変異原性試験等

生態毒性試験生態毒性試験生態毒性試験生態毒性試験（（（（藻類藻類藻類藻類、、、、ミジンコミジンコミジンコミジンコ、、、、魚魚魚魚
類類類類））））

暴露経路暴露経路暴露経路暴露経路
• 大気大気大気大気のののの吸入吸入吸入吸入

• 飲水飲水飲水飲水
• 魚類等食物魚類等食物魚類等食物魚類等食物のののの摂取摂取摂取摂取

水中水中水中水中でのでのでのでの暴露暴露暴露暴露

暴露暴露暴露暴露のののの指標指標指標指標 大気大気大気大気・・・・水域水域水域水域へのへのへのへの全国総排出量全国総排出量全国総排出量全国総排出量 水域水域水域水域へのへのへのへの全国総排出量全国総排出量全国総排出量全国総排出量
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有害性有害性有害性有害性クラスをクラスをクラスをクラスを
どうどうどうどう区切区切区切区切るるるる？？？？

排出量排出量排出量排出量クラスをクラスをクラスをクラスを
どうどうどうどう区切区切区切区切るるるる？？？？目盛目盛目盛目盛りりりり設定設定設定設定

有害性有害性有害性有害性排出量排出量排出量排出量

手法設定手法設定手法設定手法設定のためにのためにのためにのために決決決決めることめることめることめること 報告書
p.45-

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

データのデータのデータのデータの当当当当てはめてはめてはめてはめ？？？？
有害性不明有害性不明有害性不明有害性不明のときはのときはのときはのときは？？？？

排出量排出量排出量排出量をどうをどうをどうをどう計算計算計算計算？？？？当当当当てはめるデータてはめるデータてはめるデータてはめるデータ

どうどうどうどう区切区切区切区切るるるる？？？？どうどうどうどう区切区切区切区切るるるる？？？？目盛目盛目盛目盛りりりり設定設定設定設定

どのようにどのようにどのようにどのように反映反映反映反映？？？？難難難難/良分解性良分解性良分解性良分解性

組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ どのどのどのどの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ（（（（マスマスマスマス目目目目））））がががが優先度優先度優先度優先度「「「「高高高高」？」？」？」？

有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス

強強強強←――――→弱弱弱弱

1 2 3 4 外外外外

排
出
量

排
出
量

排
出
量

排
出
量
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

大大大大

↑

｜｜｜｜

｜｜｜｜

↓

小小小小

1 高高高高 高高高高 高高高高 高高高高

2 高高高高 高高高高 高高高高 中中中中

3 高高高高 高高高高 中中中中 低低低低

4 高高高高 中中中中 低低低低 低低低低

外外外外 評価対象外評価対象外評価対象外評価対象外
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有害性有害性有害性有害性クラスのクラスのクラスのクラスの設定設定設定設定
～～～～基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方～～～～

報告書
p.59-

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

� 人人人人とととと生態生態生態生態それぞれでそれぞれでそれぞれでそれぞれで設定設定設定設定

� 土台土台土台土台とするとするとするとする基準基準基準基準

� 化審法化審法化審法化審法のののの判定基準判定基準判定基準判定基準
� GHS分類分類分類分類

� 対象対象対象対象とするとするとするとする有害性項目有害性項目有害性項目有害性項目

� 人健康人健康人健康人健康にににに係係係係るるるる長期毒性長期毒性長期毒性長期毒性
� 水生生物水生生物水生生物水生生物にににに係係係係るるるる長期毒性長期毒性長期毒性長期毒性

27



人健康人健康人健康人健康にににに係係係係るるるる有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス
～～～～対象対象対象対象とするとするとするとする項目項目項目項目～～～～

報告書
p.60

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

対象対象対象対象とするとするとするとする項目項目項目項目

反復投与毒性反復投与毒性反復投与毒性反復投与毒性
（（（（一般毒性一般毒性一般毒性一般毒性））））

変異原性変異原性変異原性変異原性

長期毒性長期毒性長期毒性長期毒性にににに係係係係るるるる有害性調査指示有害性調査指示有害性調査指示有害性調査指示のののの項目項目項目項目

慢性毒性試験慢性毒性試験慢性毒性試験慢性毒性試験

変異原性試験変異原性試験変異原性試験変異原性試験

• 生殖能及生殖能及生殖能及生殖能及びびびび後世代後世代後世代後世代にににに及及及及ぼすぼすぼすぼす影響影響影響影響にににに関関関関するするするする試験試験試験試験
生殖発生毒性生殖発生毒性生殖発生毒性生殖発生毒性

発発発発がんがんがんがん性性性性

• 生殖能及生殖能及生殖能及生殖能及びびびび後世代後世代後世代後世代にににに及及及及ぼすぼすぼすぼす影響影響影響影響にににに関関関関するするするする試験試験試験試験
• 催奇形性試験催奇形性試験催奇形性試験催奇形性試験

がんがんがんがん原性試験原性試験原性試験原性試験
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GHS分類基準分類基準分類基準分類基準（（（（定性的定性的定性的定性的））））

GHS分類基準分類基準分類基準分類基準（（（（定量的定量的定量的定量的））））

判定基準判定基準判定基準判定基準

対象対象対象対象とするとするとするとする 対応対応対応対応するするするする

人健康人健康人健康人健康にににに係係係係るるるる有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス～～～～区切区切区切区切るためのるためのるためのるための基準基準基準基準～～～～
報告書
p.61-71

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

対象対象対象対象とするとするとするとする
項目項目項目項目

対応対応対応対応するするするする
GHS分類分類分類分類

反復投与毒性反復投与毒性反復投与毒性反復投与毒性
（（（（一般毒性一般毒性一般毒性一般毒性））））

特定標的臓器毒性特定標的臓器毒性特定標的臓器毒性特定標的臓器毒性
（（（（反復暴露反復暴露反復暴露反復暴露））））

変異原性変異原性変異原性変異原性
生殖細胞生殖細胞生殖細胞生殖細胞
変異原性変異原性変異原性変異原性

有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス

判定基準判定基準判定基準判定基準とととと
ＧＨＳＧＨＳＧＨＳＧＨＳ分類分類分類分類をををを融合融合融合融合

判定基準判定基準判定基準判定基準とととと
ＧＨＳＧＨＳＧＨＳＧＨＳ分類分類分類分類をををを融合融合融合融合

生殖発生毒性生殖発生毒性生殖発生毒性生殖発生毒性 生殖毒性生殖毒性生殖毒性生殖毒性

発発発発がんがんがんがん性性性性 発発発発がんがんがんがん性性性性

ＴＳＣＡＴＳＣＡＴＳＣＡＴＳＣＡのののの基準基準基準基準
（（（（定量的定量的定量的定量的））））

GHS分類分類分類分類
マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル
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強強強強 有害性有害性有害性有害性 弱弱弱弱

項目項目項目項目 １１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４ 評価対象外評価対象外評価対象外評価対象外

報告書
p.130人健康人健康人健康人健康にににに係係係係るるるる有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

項目項目項目項目 １１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４ 評価対象外評価対象外評価対象外評価対象外

反復投与反復投与反復投与反復投与
毒性毒性毒性毒性

GHS区分区分区分区分1
D≤0.005

GHS区分区分区分区分2
0.005<D

≤0.05
0.05<D<0.42 D≥0.42

生殖発生生殖発生生殖発生生殖発生
毒性毒性毒性毒性

D≤0.005 0.005<D
≤0.025 0.025<D≤0.1 D>0.1

変異原性変異原性変異原性変異原性
GHS区分区分区分区分

GHS区分区分区分区分
１１１１B/2
又又又又はははは

GHS区分外区分外区分外区分外
又又又又はははは

(二監相当二監相当二監相当二監相当)
(変異原併変異原併変異原併変異原併せてせてせてせて

二監相当二監相当二監相当二監相当)
(二監相当二監相当二監相当二監相当
ではないではないではないではない)

変異原性変異原性変異原性変異原性
GHS区分区分区分区分

1A 又又又又はははは
又又又又はははは

発発発発がんがんがんがん性性性性
GHS区分区分区分区分

1A
GHS区分区分区分区分

１１１１B/2
GHS区分外区分外区分外区分外

二監相当二監相当二監相当二監相当
ではないではないではないではない

二監相当二監相当二監相当二監相当
(強強強強いいいい変異原性変異原性変異原性変異原性)

D：：：：有害性評価値有害性評価値有害性評価値有害性評価値＝＝＝＝NOAEL等等等等／／／／不確実係数積不確実係数積不確実係数積不確実係数積 （（（（mg/kg/day））））
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報告書
p.71

人健康人健康人健康人健康にににに係係係係るるるる有害性有害性有害性有害性クラスのクラスのクラスのクラスの付付付付けけけけ方方方方

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

項目項目項目項目 １１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４
評価評価評価評価
対象対象対象対象
外外外外

反復投与反復投与反復投与反復投与
毒性毒性毒性毒性

生殖発生生殖発生生殖発生生殖発生
毒性毒性毒性毒性

４４４４
項
目
項
目
項
目
項
目
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス

そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス

そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス

そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス

統統統統
合合合合

最最最最
も
き
び
し
い

も
き
び
し
い

も
き
び
し
い

も
き
び
し
い

有
害
性

有
害
性

有
害
性

有
害
性
ク
ラ
ス
を

ク
ラ
ス
を

ク
ラ
ス
を

ク
ラ
ス
を変異原性変異原性変異原性変異原性

発発発発がんがんがんがん性性性性

そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス

そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス

そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス

そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス
付
与
付
与
付
与
付
与

合合合合

も
き
び
し
い

も
き
び
し
い

も
き
び
し
い

も
き
び
し
い

ク
ラ
ス
を

ク
ラ
ス
を

ク
ラ
ス
を

ク
ラ
ス
を
付
与
付
与
付
与
付
与
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生態生態生態生態にににに係係係係るるるる有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス
～～～～用用用用いるいるいるいる有害性有害性有害性有害性データデータデータデータ～～～～

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

�急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性データデータデータデータ
� 藻類藻類藻類藻類
� 甲殻類甲殻類甲殻類甲殻類（（（（ミジンコミジンコミジンコミジンコ））））
� 魚類魚類魚類魚類

�慢性毒性慢性毒性慢性毒性慢性毒性データデータデータデータ

水生生物水生生物水生生物水生生物のののの

�慢性毒性慢性毒性慢性毒性慢性毒性データデータデータデータ
� 藻類藻類藻類藻類
� 甲殻類甲殻類甲殻類甲殻類（（（（ミジンコミジンコミジンコミジンコ））））
� 魚類魚類魚類魚類
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生態生態生態生態にににに係係係係るるるる有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス～～～～区切区切区切区切るためのるためのるためのるための基準基準基準基準～～～～
報告書
p.72-

ＧＨＳＧＨＳＧＨＳＧＨＳ分類分類分類分類
３３３３版版版版

化審法化審法化審法化審法のののの
判定基準判定基準判定基準判定基準

ＧＨＳＧＨＳＧＨＳＧＨＳ分類分類分類分類
２２２２版版版版

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

急性毒性値急性毒性値急性毒性値急性毒性値にににに
基基基基づくづくづくづく基準基準基準基準

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

良
分
解

良
分
解

良
分
解

良
分
解

３３３３版版版版

急性急性急性急性毒性毒性毒性毒性
区分区分区分区分

慢性慢性慢性慢性毒性毒性毒性毒性
区分区分区分区分

なしなしなしなし

判定基準判定基準判定基準判定基準

三監判定三監判定三監判定三監判定基準基準基準基準

なしなしなしなし

２２２２版版版版

なしなしなしなし

急性急性急性急性毒性毒性毒性毒性
区分区分区分区分

慢性慢性慢性慢性毒性毒性毒性毒性
区分区分区分区分

慢性毒性値慢性毒性値慢性毒性値慢性毒性値にににに
基基基基づくづくづくづく基準基準基準基準
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解

良
分
解

良
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

難
分
解

慢性毒性区分慢性毒性区分慢性毒性区分慢性毒性区分
(※)(※)(※)(※)

※※※※難分解性難分解性難分解性難分解性のののの区分区分区分区分のののの10101010倍緩倍緩倍緩倍緩いいいい区分区分区分区分

慢性慢性慢性慢性毒性区分毒性区分毒性区分毒性区分

三監判定三監判定三監判定三監判定基準基準基準基準

三監判定三監判定三監判定三監判定基準基準基準基準 なしなしなしなし

なしなしなしなし



強強強強 有害性有害性有害性有害性 弱弱弱弱

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４ 評価対象外評価対象外評価対象外評価対象外

報告書
p.131生態生態生態生態にににに係係係係るるるる有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４ 評価対象外評価対象外評価対象外評価対象外

提案提案提案提案
PNEC

≤0.001

0.001<

PNEC

≤0.01

0.01<

PNEC

≤0.1

0.1<

PNEC

≤1

PNEC

> 1

ＧＨＳＧＨＳＧＨＳＧＨＳ 慢性毒性区分慢性毒性区分慢性毒性区分慢性毒性区分１１１１
慢性毒性慢性毒性慢性毒性慢性毒性

区分区分区分区分２２２２

急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性
値値値値をををを用用用用いたいたいたいた

慢性毒性慢性毒性慢性毒性慢性毒性
区分外区分外区分外区分外

区分区分区分区分２２２２ 慢性毒性慢性毒性慢性毒性慢性毒性
区分区分区分区分３３３３

判定判定判定判定
基準基準基準基準

三監相当三監相当三監相当三監相当 三監相当三監相当三監相当三監相当ではないではないではないではない

PNEC：：：：無影響濃度無影響濃度無影響濃度無影響濃度（（（（mg/L）））） ＝＝＝＝最小毒性値最小毒性値最小毒性値最小毒性値／／／／不確実係数積不確実係数積不確実係数積不確実係数積
＝＝＝＝みなしみなしみなしみなし慢性毒性値慢性毒性値慢性毒性値慢性毒性値／／／／１０１０１０１０
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慢性毒性慢性毒性慢性毒性慢性毒性
データデータデータデータ？？？？

なしなしなしなし
報告書
p.77

生態生態生態生態にににに係係係係るるるる有害性有害性有害性有害性クラスのクラスのクラスのクラスの付付付付けけけけ方方方方

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

データデータデータデータ？？？？

？？？？ありありありあり
急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性
データデータデータデータ？？？？

ありありありあり

有害性有害性有害性有害性クラスにクラスにクラスにクラスに当当当当てはめてはめてはめてはめ

不確実係数積不確実係数積不確実係数積不確実係数積慢性毒性値慢性毒性値慢性毒性値慢性毒性値にににに外挿外挿外挿外挿

35



�国が有害性調査を求めることができる項目のデータがない場合

�調査の求めで得られる試験データで付与しうる最もきびしいクラス

報告書
p.78有害性有害性有害性有害性データがないデータがないデータがないデータがない場合場合場合場合～～～～人健康人健康人健康人健康～～～～

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

強強強強 有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス 弱弱弱弱

項目項目項目項目 １１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４ 評価対象外評価対象外評価対象外評価対象外

反復投与毒性反復投与毒性反復投与毒性反復投与毒性

変異原性変異原性変異原性変異原性

データがデータがデータがデータが
ないないないない場合場合場合場合

「「「「２２２２」」」」

�調査の求めで得られる試験データで付与しうる最もきびしいクラス

変異原性変異原性変異原性変異原性

生殖発生毒性生殖発生毒性生殖発生毒性生殖発生毒性

発発発発がんがんがんがん性性性性

「「「「２２２２」」」」

データがないデータがないデータがないデータがない場合場合場合場合はははは付与付与付与付与しないしないしないしない
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� 有害性調査の求めで得られる試験データで付与しうる

報告書
p.79有害性有害性有害性有害性データがないデータがないデータがないデータがない場合場合場合場合 ～～～～生態生態生態生態～～～～

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

強強強強 有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス 弱弱弱弱

データがデータがデータがデータが

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４
評価評価評価評価

対象外対象外対象外対象外

最もきびしいクラス

データがデータがデータがデータが
ないないないない場合場合場合場合

「「「「１１１１」」」」
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参参参参 考考考考

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

報告書
p.78-80

過去過去過去過去にににに得得得得られているられているられているられている有害性有害性有害性有害性データデータデータデータ
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排出量排出量排出量排出量クラスのクラスのクラスのクラスの設定設定設定設定
～～～～基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方～～～～

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

� 人人人人とととと生態生態生態生態それぞれでそれぞれでそれぞれでそれぞれで設定設定設定設定

� 人人人人 ：：：：大気大気大気大気＋＋＋＋水域水域水域水域

� 生態生態生態生態：：：： 水域水域水域水域

� 優先度優先度優先度優先度「「「「高高高高」」」」とするとするとするとする� 優先度優先度優先度優先度「「「「高高高高」」」」とするとするとするとする
有害性有害性有害性有害性クラスとクラスとクラスとクラスと排出量排出量排出量排出量クラスのクラスのクラスのクラスの組合組合組合組合せのせのせのせの設定設定設定設定

� 試算試算試算試算によりによりによりにより設定設定設定設定
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報告書
p.97-優 先 度優 先 度優 先 度優 先 度 「「「「 高高高高 」」」」 と す ると す ると す ると す る 有 害 性有 害 性有 害 性有 害 性 ク ラ ス とク ラ ス とク ラ ス とク ラ ス と

排 出 量排 出 量排 出 量排 出 量 ク ラ ス のク ラ ス のク ラ ス のク ラ ス の 組 合組 合組 合組 合 せ のせ のせ のせ の 導導導導 きききき 方方方方
� 二監二監二監二監・・・・三監三監三監三監かつかつかつかつPRTR対象物質対象物質対象物質対象物質

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

� PRTR排出量排出量排出量排出量データでリスクデータでリスクデータでリスクデータでリスク評価評価評価評価

� 広範広範広範広範なななな地域地域地域地域でリスクでリスクでリスクでリスク懸念懸念懸念懸念かどうかかどうかかどうかかどうか

� 二監二監二監二監・・・・三監届出数量三監届出数量三監届出数量三監届出数量でｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞでｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞでｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞでｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価評価評価評価

� 有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス付与付与付与付与
� 排出量排出量排出量排出量クラスクラスクラスクラス付与付与付与付与（（（（複数複数複数複数パターンパターンパターンパターン））））

� 二監二監二監二監・・・・三監三監三監三監かつかつかつかつPRTR対象物質対象物質対象物質対象物質

� 定量的定量的定量的定量的なななな有害性有害性有害性有害性データデータデータデータ
� PRTR排出量排出量排出量排出量

� リスクリスクリスクリスク評価結果評価結果評価結果評価結果とｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞとｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞとｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞとｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価結果評価結果評価結果評価結果（（（（複数複数複数複数パターンパターンパターンパターン））））をををを比較比較比較比較

�リスクリスクリスクリスク懸念懸念懸念懸念のののの物質物質物質物質がスクリーニングがスクリーニングがスクリーニングがスクリーニング評価評価評価評価のののの優先度優先度優先度優先度「「「「高高高高」」」」になっているかになっているかになっているかになっているか
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対象物質
有害性
クラス

排出量クラスを
1トン
10トン
100トン

1000トン

排出量クラスを
10トン
100トン

1000トン
10000トン

排出量クラスを
100トン

1000トン
10000トン

100000トン

採用採用採用採用

PRTRPRTRPRTRPRTR排出量排出量排出量排出量をををを
使用使用使用使用してしてしてして求求求求めためためためた
リスクリスクリスクリスク総合指標総合指標総合指標総合指標

報告書
p.98-

優先度優先度優先度優先度「「「「高高高高」」」」とするとするとするとする有害性有害性有害性有害性クラスとクラスとクラスとクラスと排出量排出量排出量排出量クラスのクラスのクラスのクラスの

組合組合組合組合せのせのせのせの導導導導きききき方方方方

人健康人健康人健康人健康

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

二監物質01

二監物質02

二監物質03

二監物質04

二監物質05

二監物質06

二監物質07

二監物質08

二監物質09

二監物質10

二監物質11

二監物質12

二監物質13

二監物質14

二監物質15

二監物質16

2222

2222

3333

3333

2222

2222

2222

2222

2222

4

3333

2222

3333

3333

3333

2222

1000トン
で区切る場合

10000トン
で区切る場合

100000トン
で区切る場合

高 高 高
高 高 高
高 高 高
高 中 低
高 高 中
高 高 高
高 高 高
高 高 中
高 高 高
高 中 低
高 中 低
高 中 外
高 高 高
高 高 中
高 中 低
高 中 外

リスクリスクリスクリスク総合指標総合指標総合指標総合指標

1000100010001000～～～～10000100001000010000

1000100010001000～～～～10000100001000010000

100100100100～～～～1000100010001000

10101010～～～～100100100100

10101010～～～～100100100100

10101010～～～～100100100100

10101010～～～～100100100100

10101010～～～～100100100100

1111～～～～10101010

1111～～～～10101010

1111～～～～10101010

1111～～～～10101010

0

0

0

0

人健康人健康人健康人健康
でででで例示例示例示例示

二監物質17

二監物質18

二監物質19

二監物質20

二監物質21

二監物質22

二監物質23

二監物質24

二監物質25

二監物質26

二監物質27

二監物質28

二監物質29

二監物質30

3333

2222

3333

2222

3333

3333

2222

3333

3333

3333

2222

4

3333

2222

低 外 外
外 外 外
外 外 外
中 外 外
高 高 中
高 中 低
高 中 外
低 外 外
高 中 低
中 低 外
高 高 中
高 中 低
高 中 低
外 外 外

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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強強強強 有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス 弱弱弱弱

2         3       4     

報告書
p.102

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

優先度優先度優先度優先度「「「「高高高高」」」」とするとするとするとする有害性有害性有害性有害性クラスとクラスとクラスとクラスと排出量排出量排出量排出量クラスのクラスのクラスのクラスの

組合組合組合組合せのせのせのせの導導導導きききき方方方方

人健康人健康人健康人健康
2         3       4     外外外外

大大大大

排排排排
出出出出
量量量量

1

2

排
出

量
排

出
量

排
出

量
排

出
量

t ／／ ／／
y
e

a
r

有害性評価値有害性評価値有害性評価値有害性評価値 mg/kg/day

1000

10000

100000

0.00001 0.0001 0.001 0.01 0.1 1

人健康人健康人健康人健康
でででで例示例示例示例示

低低低低

中中中中

高高高高

量量量量
クククク
ララララ
スススス

小小小小

3

4

外外外外

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

排
出

量
排

出
量

排
出

量
排

出
量
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物質αの全届出者からの数量を合計し
以下の式にあてはめ

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価用評価用評価用評価用のののの排出量排出量排出量排出量のののの推計方法推計方法推計方法推計方法

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

以下の式にあてはめ

製造段階の排出量

総排出量総排出量総排出量総排出量
＝＝＝＝製造段階製造段階製造段階製造段階のののの排出量排出量排出量排出量
＋＋＋＋出荷以降出荷以降出荷以降出荷以降のののの排出量排出量排出量排出量

( )∑ ×
用途

用途別排出係数用途別出荷数量＝

出荷以降の排出量

製造段階の排出係数＝製造数量

製造段階の排出量

×
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評価段階評価段階評価段階評価段階
評価対象評価対象評価対象評価対象

物質物質物質物質
製造数量等製造数量等製造数量等製造数量等のののの届出届出届出届出

排出量推計排出量推計排出量推計排出量推計にににに
用用用用いるいるいるいる排出係数排出係数排出係数排出係数

報告書
p.80スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価用評価用評価用評価用のののの排出係数排出係数排出係数排出係数

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

物質物質物質物質 用用用用いるいるいるいる排出係数排出係数排出係数排出係数

スクリーニンスクリーニンスクリーニンスクリーニン
ググググ評価評価評価評価

一般化学一般化学一般化学一般化学
物質物質物質物質

• 都道府県都道府県都道府県都道府県別製造別製造別製造別製造
数量数量数量数量

• 製造数量製造数量製造数量製造数量
• 輸入数量輸入数量輸入数量輸入数量

• 用途分類別出荷用途分類別出荷用途分類別出荷用途分類別出荷
数量数量数量数量

• 製造段階製造段階製造段階製造段階のののの物化性状区物化性状区物化性状区物化性状区

• 製造段階製造段階製造段階製造段階のののの排出係数排出係数排出係数排出係数
• 用途分類別用途分類別用途分類別用途分類別のののの排出係数排出係数排出係数排出係数

丸丸丸丸めるめるめるめる

報告書
p.194

リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価
優先評価優先評価優先評価優先評価
化学物質化学物質化学物質化学物質

数量数量数量数量
• 輸入数量輸入数量輸入数量輸入数量

• 都道府県別都道府県別都道府県別都道府県別・・・・詳細詳細詳細詳細
用途分類別用途分類別用途分類別用途分類別出荷出荷出荷出荷
数量数量数量数量

• 製造段階製造段階製造段階製造段階のののの物化性状区物化性状区物化性状区物化性状区
分別分別分別分別のののの排出係数排出係数排出係数排出係数

• 調合調合調合調合・・・・使用等使用等使用等使用等のののの段階別段階別段階別段階別・・・・
詳細用途分類別詳細用途分類別詳細用途分類別詳細用途分類別・・・・物化物化物化物化
性状区分別性状区分別性状区分別性状区分別のののの排出係数排出係数排出係数排出係数
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排出量推計排出量推計排出量推計排出量推計 生態生態生態生態のののの有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス付付付付けけけけ

大気大気大気大気、、、、水域水域水域水域ともともともとも
一律加味一律加味一律加味一律加味

大気大気大気大気、、、、水域水域水域水域ともともともとも
加味加味加味加味せずせずせずせず

水域水域水域水域にのみにのみにのみにのみ
一律加味一律加味一律加味一律加味

一部一部一部一部のののの用途用途用途用途のののの
水域水域水域水域にのみにのみにのみにのみ

加味加味加味加味
加味加味加味加味するするするする 加味加味加味加味しないしないしないしない

分解性分解性分解性分解性をををを加味加味加味加味するかのするかのするかのするかの検討検討検討検討

3.3.3.3.スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

20

30

40

50

60

70

80

90

100

へ
の

移
行

率
％

（
除

去
さ

れ
に

く
さ

）

良分解

難分解

一律加味一律加味一律加味一律加味 加味加味加味加味せずせずせずせず一律加味一律加味一律加味一律加味
加味加味加味加味

× × ×○○○○？？？？

下水処理場下水処理場下水処理場下水処理場でのでのでのでの除去除去除去除去とととと分解性分解性分解性分解性のののの関係解析関係解析関係解析関係解析 リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価
とととと不整合不整合不整合不整合

×

「「「「難分解性難分解性難分解性難分解性のののの慢性毒性慢性毒性慢性毒性慢性毒性」」」」のののの分類分類分類分類をををを
難分解難分解難分解難分解・・・・良分解良分解良分解良分解のいずれにものいずれにものいずれにものいずれにも適用適用適用適用

報告書
p.113

0

10

20

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 10
0BOD分解度　％

水
へ

の

「「「「良分解性良分解性良分解性良分解性」」」」であればであればであればであれば下水処理場下水処理場下水処理場下水処理場をををを経由経由経由経由してしてしてして環境環境環境環境へへへへ
排出排出排出排出されるとみなせるされるとみなせるされるとみなせるされるとみなせる用途用途用途用途（（（（家庭用洗浄剤等家庭用洗浄剤等家庭用洗浄剤等家庭用洗浄剤等））））のののの
水域水域水域水域へのへのへのへの排出量排出量排出量排出量のののの推計推計推計推計でファクターでファクターでファクターでファクター0.5をををを乗乗乗乗じるじるじるじる

難分解性難分解性難分解性難分解性／／／／良分解性良分解性良分解性良分解性はははは
水域水域水域水域へのへのへのへの排出量排出量排出量排出量のののの推計推計推計推計でででで加味加味加味加味

（（（（現在現在現在現在さらにさらにさらにさらに検討中検討中検討中検討中））））
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性状性状性状性状のののの情報情報情報情報 人健康人健康人健康人健康のののの評価評価評価評価のののの場合場合場合場合 生態生態生態生態のののの評価評価評価評価のののの場合場合場合場合
• 反復投与毒性試験反復投与毒性試験反復投与毒性試験反復投与毒性試験データデータデータデータ

• 水生生物水生生物水生生物水生生物（（（（藻類藻類藻類藻類、、、、ミジンコミジンコミジンコミジンコ、、、、分解性分解性分解性分解性のののの情報情報情報情報

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価でででで取取取取りりりり扱扱扱扱うううう情報情報情報情報

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示 ～～～～用用用用いるいるいるいる情報情報情報情報～～～～

3.ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価手法の提案

• 生殖発生毒性試験生殖発生毒性試験生殖発生毒性試験生殖発生毒性試験データデータデータデータ
• 変異原性分類変異原性分類変異原性分類変異原性分類/判定結果判定結果判定結果判定結果
• 発発発発がんがんがんがん性性性性のののの分類結果分類結果分類結果分類結果

• 水生生物水生生物水生生物水生生物（（（（藻類藻類藻類藻類、、、、ミジンコミジンコミジンコミジンコ、、、、
魚類魚類魚類魚類））））のののの毒性試験毒性試験毒性試験毒性試験データデータデータデータ

製造数量等
の届出情報

分解性分解性分解性分解性のののの情報情報情報情報
• 難分解性難分解性難分解性難分解性/良分解性良分解性良分解性良分解性
のののの判定結果判定結果判定結果判定結果

全国総排出量

有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス

強強強強←――――→弱弱弱弱
報告書
p.48全国総排出量

（推計値） 1 2 3 4 外外外外

排
出
量

排
出
量

排
出
量

排
出
量
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

大大大大
↑

｜｜｜｜

｜｜｜｜

↓

小小小小

1 高高高高 高高高高 高高高高 高高高高

2 高高高高 高高高高 高高高高 中中中中

3 高高高高 高高高高 中中中中 低低低低

4 高高高高 中中中中 低低低低 低低低低

外外外外 評価対象外評価対象外評価対象外評価対象外
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項目項目項目項目 物質物質物質物質α

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示
～～～～物質物質物質物質α～～～～

3.ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価手法の提案

項目項目項目項目

人健康人健康人健康人健康にににに係係係係るるるる
有害性有害性有害性有害性データデータデータデータ

生態生態生態生態にににに係係係係るるるる
有害性有害性有害性有害性データデータデータデータ

物質物質物質物質α
• 反復反復反復反復：：：： 28日間日間日間日間NOEL15mg/kg/day

• 変異原変異原変異原変異原：：：： 陰性判定陰性判定陰性判定陰性判定
• 生殖生殖生殖生殖：：：： データなしデータなしデータなしデータなし
• 発発発発がんがんがんがん：：：： データなしデータなしデータなしデータなし

• 藻類急性藻類急性藻類急性藻類急性：：：： EC50= 100mg/L

• ミジンコミジンコミジンコミジンコ急性急性急性急性：：：： EC50= 45mg/L

• 魚類急性魚類急性魚類急性魚類急性：：：： LC50= 20mg/L

• 慢性慢性慢性慢性データデータデータデータ：：：： なしなしなしなし

分解性分解性分解性分解性

製造数量等製造数量等製造数量等製造数量等のののの
届出情報届出情報届出情報届出情報

難分解性判定難分解性判定難分解性判定難分解性判定

• 慢性慢性慢性慢性データデータデータデータ：：：： なしなしなしなし

• 製造製造製造製造：：：： 計計計計 2500トントントントン
• 出荷出荷出荷出荷（（（（工業用溶剤工業用溶剤工業用溶剤工業用溶剤）））） 計計計計 1500トントントントン
• 出荷出荷出荷出荷（（（（そのそのそのその他他他他）））） 計計計計 1000トントントントン

47



D ＝NOEL/不確実係数積＝15／600＝0.025 mg/kg/day 陰性判定陰性判定陰性判定陰性判定

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

～～～～物質物質物質物質αのののの人健康有害性人健康有害性人健康有害性人健康有害性クラスクラスクラスクラス～～～～

3.ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価手法の提案

D ＝NOEL/不確実係数積＝15／600＝0.025 mg/kg/day 陰性判定陰性判定陰性判定陰性判定

項目項目項目項目 １１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４
評価評価評価評価

対象外対象外対象外対象外

反復投与毒性反復投与毒性反復投与毒性反復投与毒性

生殖発生毒性生殖発生毒性生殖発生毒性生殖発生毒性

該当該当該当該当

データなしデータなしデータなしデータなし

最最最最
も
き
び
し
い

も
き
び
し
い

も
き
び
し
い

も
き
び
し
い
有
害
性

有
害
性

有
害
性

有
害
性

人
健
康
有
害
性

人
健
康
有
害
性

人
健
康
有
害
性

人
健
康
有
害
性
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス変異原性変異原性変異原性変異原性

発発発発がんがんがんがん性性性性

該当該当該当該当

データなしデータなしデータなしデータなし

有
害
性

有
害
性

有
害
性

有
害
性
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

３３３３
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スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

～～～～物質物質物質物質αのののの人健康人健康人健康人健康にににに係係係係るるるる排出量排出量排出量排出量クラスクラスクラスクラス～～～～

3.スクリーニング評価手法の提案

A=製造数量×製造段階の大気への排出係数

B=製造数量×製造段階の水域への排出係数

D=用途別出荷数量用途別出荷数量用途別出荷数量用途別出荷数量××××用途別用途別用途別用途別のののの水域水域水域水域へのへのへのへの排出係数排出係数排出係数排出係数

C=用途別出荷数量用途別出荷数量用途別出荷数量用途別出荷数量××××用途別用途別用途別用途別のののの大気大気大気大気へのへのへのへの排出係数排出係数排出係数排出係数

α

D=用途別出荷数量用途別出荷数量用途別出荷数量用途別出荷数量××××用途別用途別用途別用途別のののの水域水域水域水域へのへのへのへの排出係数排出係数排出係数排出係数

人健康の評価用の国内総排出量＝ Σ  {（A＋B）＋Σ（C＋D）}
事業者 用途
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2500×(4×10-6)2500×(3×10-5)

3.ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価手法の提案

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

～～～～物質物質物質物質αのののの人健康人健康人健康人健康にににに係係係係るるるる排出量排出量排出量排出量クラスクラスクラスクラス～～～～

2500 (4 10 )

人健康の評価用の国内総排出量＝ Σ  {（A＋B）＋Σ（C＋D）}
事業者 用途

2500 (3 10 )

1500×(3×10-4)＋1000 ×0.51500×(2×10-2)＋1000 ×0.5

＝（0.13＋0.015）＋（530＋500）
＝1300 t

報告書 排
出
量

排
出
量

排
出
量

排
出
量

1 10000t超超超超
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報告書
p.194

排
出
量

排
出
量

排
出
量

排
出
量
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

1 10000t超超超超

2 1000～～～～10000t

3 100～～～～1000t

4 10～～～～100t

外外外外 10t以下以下以下以下



有害性クラス

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

～～～～物質物質物質物質αのののの人健康人健康人健康人健康にににに係係係係るるるる優先度優先度優先度優先度～～～～

3.スクリーニング評価手法の提案

有害性クラス
強←―――――→弱

1 2 3 4 外

排
出
量

大
↑

｜

1 高高高高 高高高高 高高高高 高高高高

2 高高高高 高高高高 高高高高 中中中中高高高高
量
ク
ラ
ス

｜

｜

｜

↓

小

3 高高高高 高高高高 中中中中 低低低低

4 高高高高 中中中中 低低低低 低低低低

外 評価対象外
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• 藻類急性藻類急性藻類急性藻類急性：：：： EC50= 100mg/L

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

～～～～物質物質物質物質αのののの生態有害性生態有害性生態有害性生態有害性クラスクラスクラスクラス～～～～

3.スクリーニング評価手法の提案

該当該当該当該当

強強強強 有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス 弱弱弱弱

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４
評価評価評価評価

対象外対象外対象外対象外

• 藻類急性藻類急性藻類急性藻類急性：：：： EC50= 100mg/L

• ミジンコミジンコミジンコミジンコ急性急性急性急性：：：： EC50= 45mg/L

• 魚類急性魚類急性魚類急性魚類急性：：：： LC50= 20mg/L

• 慢性慢性慢性慢性データデータデータデータ：：：： なしなしなしなし

PNEC ＝最小毒性値/不確実係数積＝20／100

＝0.2 mg/L

該当該当該当該当
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2500×(4×10-6) 1500×(3×10-4)＋1000 ×0.5

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

～～～～物質物質物質物質αのののの生態生態生態生態にににに係係係係るるるる排出量排出量排出量排出量クラスクラスクラスクラス～～～～

3.スクリーニング評価手法の提案

2500×(4×10-6)

生態の評価用の国内総排出量＝ Σ  {（B）＋Σ（D）}
事業者 用途

1500×(3×10-4)＋1000 ×0.5

＝（0.015）＋（500）
＝ 500 t報告書

p.194

排
出
量

排
出
量

排
出
量

排
出
量

1 10000t超超超超
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排
出
量

排
出
量

排
出
量

排
出
量
ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス

2 1000～～～～10000t

3 100～～～～1000t

4 10～～～～100t

外外外外 10t以下以下以下以下



有害性クラス

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

～～～～物質物質物質物質αのののの生態生態生態生態にににに係係係係るるるる優先度優先度優先度優先度～～～～

3.スクリーニング評価手法の提案

有害性クラス
強←―――――→弱

1 2 3 4 外

排
出
量

大
↑

｜

1 高高高高 高高高高 高高高高 高高高高

2 高高高高 高高高高 高高高高 中中中中

量
ク
ラ
ス

｜

｜

｜

↓

小

3 高高高高 高高高高 中中中中 低低低低

4 高高高高 中中中中 低低低低 低低低低

外 評価対象外

低低低低
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人健康人健康人健康人健康 生生生生 態態態態

スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価のののの例示例示例示例示

～～～～物質物質物質物質αのスクリーニングのスクリーニングのスクリーニングのスクリーニング評価結果評価結果評価結果評価結果～～～～

3.スクリーニング評価手法の提案

有害性クラス

強←―――――→弱

1 2 3 4 外

排
出
量
ク
ラ

大
↑

｜

｜

｜

↓

1 高高高高 高高高高 高高高高 高高高高

2 高高高高 高高高高 高高高高 中中中中

3 高高高高 高高高高 中中中中 低低低低

4 高高高高 中中中中 低低低低 低低低低

低低低低

有害性クラス

強←―――――→弱

1 2 3 4 外

排
出
量
ク
ラ

大
↑

｜

｜

｜

↓

1 高高高高 高高高高 高高高高 高高高高

2 高高高高 高高高高 高高高高 中中中中

3 高高高高 高高高高 中中中中 低低低低

4 高高高高 中中中中 低低低低 低低低低

高高高高

優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質（（（（人健康人健康人健康人健康））））
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↓
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1. はじめにはじめにはじめにはじめに

2. 化審法化審法化審法化審法のののの枠組枠組枠組枠組みとリスクみとリスクみとリスクみとリスク評価評価評価評価

3. スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの提案提案提案提案

4.まとめまとめまとめまとめ

•まとめまとめまとめまとめ
•今後今後今後今後のののの見通見通見通見通しししし

56



�スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法をををを提案提案提案提案

�リスクのリスクのリスクのリスクの指標指標指標指標でリスクでリスクでリスクでリスク評価評価評価評価をををを行行行行うううう優先度優先度優先度優先度「「「「高高高高」「」「」「」「中中中中」「」「」「」「低低低低」」」」をををを付与付与付与付与

まとめまとめまとめまとめ

4.まとめ

�リスクのリスクのリスクのリスクの指標指標指標指標でリスクでリスクでリスクでリスク評価評価評価評価をををを行行行行うううう優先度優先度優先度優先度「「「「高高高高」「」「」「」「中中中中」「」「」「」「低低低低」」」」をををを付与付与付与付与
�人健康人健康人健康人健康、、、、生態生態生態生態それぞれでそれぞれでそれぞれでそれぞれで実施実施実施実施

�スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの中身中身中身中身

�化審法判定基準化審法判定基準化審法判定基準化審法判定基準ととととＧＨＳＧＨＳＧＨＳＧＨＳ分類分類分類分類をををを土台土台土台土台にしたにしたにしたにした有害性有害性有害性有害性クラスクラスクラスクラス
�一般化学物質一般化学物質一般化学物質一般化学物質のののの製造数量等製造数量等製造数量等製造数量等のののの届届届届けけけけ情報情報情報情報にににに基基基基づくづくづくづく排出量排出量排出量排出量クラスクラスクラスクラス
�有害性有害性有害性有害性クラスとクラスとクラスとクラスと排出量排出量排出量排出量クラスのクラスのクラスのクラスの組合組合組合組合せによるせによるせによるせによる「「「「優先度優先度優先度優先度」」」」

�スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価手法評価手法評価手法評価手法のののの特徴特徴特徴特徴

�化審法化審法化審法化審法におけるにおけるにおけるにおける多段階評価多段階評価多段階評価多段階評価のののの入入入入りりりり口口口口としてとしてとしてとして
後続後続後続後続するリスクするリスクするリスクするリスク評価手法評価手法評価手法評価手法とととと整合整合整合整合

�届出情報等届出情報等届出情報等届出情報等をををを用用用用いていていていて行行行行えるえるえるえる効率性効率性効率性効率性
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� スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価

今後今後今後今後のののの見通見通見通見通しししし

4.まとめ

� スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング評価評価評価評価
�３３３３省省省省でででで手法手法手法手法のののの調整調整調整調整
�３３３３省合同省合同省合同省合同でででで手法手法手法手法のののの審議審議審議審議
�第二種第二種第二種第二種・・・・第三種監視化学物質第三種監視化学物質第三種監視化学物質第三種監視化学物質をををを対象対象対象対象にににに実施実施実施実施
�平成平成平成平成23年年年年4月月月月にににに優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質をををを告示告示告示告示

� リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価� リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価
�３３３３省省省省でででで手法手法手法手法のののの調整調整調整調整
�３３３３省合同省合同省合同省合同でででで手法手法手法手法のののの審議審議審議審議
�平成平成平成平成23年度以降年度以降年度以降年度以降、、、、優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質優先評価化学物質をををを対象対象対象対象にににに実施実施実施実施
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ごごごご清聴清聴清聴清聴ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。
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